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ウズベキスタンにおける中央アジア史研究の現状

久　保　一　之

　ソ連におけるゴルバチョフ政権の誕生とそれに伴う一連の改革は，戦後国際政治史上

最大の問題であった東西冷戦の終結を予感させ，学術研究の分野においては，ソ連学界の

閉鎖的体質の改善，西側諸国との人的交流の活発化を期待させた。この機運を見逃さな

かった日本の若手ロシア・ソ連概究者や大学院生たちは，悲願とも言えるソ連留学制度

の確立に向けて「日ソ交換留学制度を望む連絡会」を組織し，粘り強く運動を続けた。そ

して1988年12月，ついに日ソ交換留学制度が発足し，翌1989年目9月には第一期「ソ達政

府奨学金留学生」20名がソ連の地へと旅立ったのである。

　そういう経緯や「連絡会」の努力など筆者は何も知らなかったが，希に見る幸運に恵ま

れ，第二期「ソ連政府奨学金留学生」の一員としてソ連留学の夢を果たすことができた。

残念ながら，筆者が滞在した1990年10月から1993年3月までの二特写，彼の地では市場経

済の導入，諸共和国の独立，ソ連の舗壊といった一連覇政治・経済上の変革が混乱を招き，

元来の研究環境の悪さと相倹って，留学生活は決して快適なものではなかった。更に筆

者の場合，Wシア連邦ではなくウズベク共和国（現ウズベキスタン共和国）を留学先に選

んだため，共和国独立（1991年8月）の煽りで，日ソ交換留学の規定に基づく期問延長を拒

否されるという憂き目を晃た。しかし，筆者が留学した同共和国の首都タシュケントは，

周知の暗く，モスクワやサンクト・ペテルブルグ（旧レニングラード）と並ぶ旧ソ連東洋

学の中心であり，こと中央アジア史研究に関しては，研究の活発さや研究者の層の厚さに

おいて照ソ連随一である。筆者自身，外ならぬタシュケントに留学したことによって，語

学学習上の成果は勿論のこと，資料収集や先行研究の消化，現地研究者との交流において

も，二年半という時問に見合った成果を上げられたのではないかと思っている。

　本稿は，留学期間中に得た知識を基にして，これまで日本では余り知られていないウズ

ベキスタンの中央アジア史研究とその現状を紹介しようとするものである。また同時に，

今後ウズベキスタン，特にタシュケントにおいて留学や研究活動を予定されている方の，
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手引きともなるよう心掛けるつもりである。

　尚，本文中，原則的に固有名詞の原表記はロシア語，カナ表記もロシア語風とするが，ウ

ズベク語の出版物の題名はウズベク語で，紛らわしい人名についてはWシア語とウズベ

ク語両方で原表記を示す。

1

　まず最初に，旧ソ連における学術研究の分野区分で言うところの，「東洋学」を中心に，

ウズベキスタンにおける申央アジア史研究の沿革を簡単に述べておきたい。

　革命以前にもトルキスタン考古学愛好会TypKecTaHc畷鼓mpY）KoK　nro6KTeneth

apxeonoryof（1895－1917）が考古学の分野に止どまらぬ活発な研究活動を展開したが，1臼

ソ連領中央アジアに近代的学問として菓洋学が確立されるのは十月革命後のことである。

19i8年ll旨旨シュケントにトルキスタン東洋大学が設立され，アンドレーエフM，C．AH－

ApeeB，セミョーノブA，A．CeM醗OBら在地の研究者が教鞭を取り，ロシアから時折訪れ

るバールトリド：B．BSapτonbA，マーロフC．E．ManOBらも講義を受け持った。初年度

の学生は234名（素話アジア原往民族は僅か16％）で，東洋諸言語，トルキスタンと周辺諸

国の地理学や民族学，中央アジア史，イスラーム史，イスラーム法などの科圏があったと

いう。ボロフコーフA．K．BOPOBKOB（言語学），イワーノブH．D：．vaBaHOB（歴史），マッ

ソーンM．E．MaccoH（考古学），スーハレワOA．CyxapeBa（民族学）らはここ．で学び，後

に各々の専門分野でソ連を代表する研究者となった。トルキスタン東洋大学はig24年中

央アジア大学（1920奪トルキスタン大学の名称で創立）の東洋学部に再編され，サンク

ト・ペテルブルグ大学東洋学部出身のシュミットA．3．llluaTが学部長となった。以後，

中央アジア大学の東洋学部と歴史学部が中央アジア史研究の中心となり，東洋学部は文

献学・文献史学，歴史学部は考古学や貨幣学の分野で多くの研究者を輩出した。現在ウ

ズベキスタンで活躍している中央アジア史研究者も，殆どの考が中央アジア大学か，その

後身タシュケント大学Ta㎜KeHτc翻rocyπapc↑BeHHb磁y㎜epc駅eり5狐M．　B．Pf．ae－

maaの菓洋学部や歴史学部の出身者である。

　しかし，旧ソ連全体で見られるように，やがて大学は学術研究機関としての性格を弱め

てゆく。科学アカデミーの組織が拡大し所轄研究機関が充実してきたからである。

　ソ連言洋学界の中心であり最も権威ある研究機関，ソ達科学アカデミー東洋学研究所

VaHcTuryT　BocToKoBellefmfi　an　CCCPはi930年レニングラードに設置された。ウズベ

キスタンでは1943年ソ連科学アカデミーのウズベク支部がウズベク共和国科学アカデ
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ミーに再編され，翌1944年には国立図書館東洋部門の組織と蔵書を基礎に，科学アカデ

ミー東洋写本砺究所が設立された。初代所長には現地学界随一の碩学セミョーノブが就

任した。写本研究専門の研究機関が設立されたこと自体が，ウズベキスタンに所蔵され

る写本の分量の膨大さを物語っており，現在の研究者によく晃られる史料研究最重視の

姿勢は，三三から受け継がれてきたものであろう。また，正にこの時期（1942－44）大祖国

戦争の戦火から逃れ，ソ連科学アカデミー東洋学研究所が，レニングラードからタシュケ

ントに移転されていたことは特筆に値する。革命以前からサンクト・ペテルブルグ（レ

ニングラード）の東洋学者たちは頻繁にタシュケントを訪れ，近代的学問の伝統の浅い，

現地の研究者に大きな三二を与えていたが，この時期における，ベルテーリスE．3．Bep－

Teπbc，コーノノブA．H．K◎HoHoB，ペトルシェーフスキー｝ぼ．il．ReτpyllleBcK：nk，ヤク

ボーフスキー　A．lo．fiKy60BCI〈xthら名だたる大家との交流は，ウズベキスタンの研究者

たちにとって大きな財産となったであろう。1950年のソ連科学アカデミー一東洋学研究所

本部のモスクワ移転後も，ウズベキスタンの東洋学界はレニングラード学派との密接な

関係を保持し，現在の著名な研究者の中には，タシュケントで大学卒業，レニングラード

で大学院修了・準博士号取得という経歴をもつ者が多い。

　東洋写本研究所は1950隼に名称を東洋学研究所と改めて現在に至り，ウズベキスタン

東洋学の中心として，また世界有数の写本コレクション所蔵機関として知られている。

この外タシュケント所在の様々な科学アカデミー所轄研究機関が戦後ウズベキスタンの

申央アジア史研究を担って来た。歴史・考古学研究所（後に考古学部門が分離独立して

サマルカンドに移転），書語・文学研究所（1991年言語学研究所と文学研究所に分離），比

較的最近設立された写本研究所などがそれである。また，科学アカデミーではなく文化

省所轄の芸術学研究所も独自の役割を担っている。これら諸研究所の発展によって，ウ

ズベキスタンにおける中央アジア史研究はアプローチの方法が多様化し，研究者の騒も

厚くなった（その研究成果の一端は闘野英二「トルキスタン」「アジア歴史研究入門4内陸

アジア・西アジア』（岡三舎，1984）と小松久男「中央アジア」財スラム都市研究［歴史と展

劉承東京大学出版会，1991）で知ることができる）。一方，大学は教育機関としての性格

ばかりが強まり，現在，一一部の分野を除いて，大学教員で一線級の砺究に従事している者

は極めて少ない。また，かつて転薪な研究成果が発表されていた大学紀要も1960年代に

はその魅力を失い，科学アカデミー発行の学術誌の影に隠れてしまったのである。

　ここで，留学期間中筆者の目に触れた大学の現状について少し述べておく。先述の留

学綴度では留学生は国民教育国家委員会所轄の大学所属となり，筆者はタシュケント大
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学歴史学部に在籍したが，硬究活動上付き合う必要性を感じたのは専ら科学アカデミー

諸研究所の三三員たちであった。それでもタシュケント大学歴史学部では，あのマッ

ソーン，プガチェーンコワT．A．nyra・leHKOBaと続いた伝統を受け継ぐ考古学学科が発

掘・研究活動を活発に行っているようで，スタッフは全て女性である。二年目からはタ

シュケント大学から独立して間も無いタシュケント東洋学大学了a㎜KeHTCK磁r◎cy一

πapc7Be㎜磁㎜cT廻yτB◎cT◎KoBeAeHpffl（前身はタシュケント大学東洋学部）に在籍

した。最近同大学を中心に東洋学関係の啓蒙雑誌（月刊）e東洋の灯火（MaflK　BOCTeKa／

MaPK　Malll［baa｝1＞Aの刊行が開始され，筆者が所属した歴史学部中央アジア史学科では

学科長アフメドジャーノブ博士r．A．AXMeA＞KaHOBを始めスタッフは近現代史の専門家

が揃っている。筆者は同大学文学部ウズベク語学科にも出入りして現代ウズベク語を学

習したが，同学科はウズベク語の国語化に対応して非ウズベク系学生のウズベク語教育

に従嘉している。筆者を担当した学科長イスマイーvフ氏A．XCMayfnOBとハビブッ

ラーエフ氏A．Xa6va6ynxaeBはペルシア語にも堪能で，極めて有能な教師であった。同

学科では両氏を中心に現在絶対的に不足しているウズベク語学翌教材の二三に情熱を注

いでおり，その成果は外国人のウズベク語学習にも稗益するところ大であろう。

g

　それでは次に，現在ウズベキスタンの中央アジア史研究を担っている，共和国科学アカ

デミー所轄の諸研究所の活動状況を紹介する。紙幅に限りがあるので，研究所の構成や

個々の研究者にまで言及するのは，中央アジア史研究と特に関係の深い，東洋学研究所と

歴史研究所に限ることとする。また，筆者の専攻分野の関係から，モンゴル侵入期以降の

前近代史の研究状況に重点を置くことをお許しいただきたい。

　まずは東洋学研究所XHcTMYT　B◎cT◎KoBeEeHKff　MM．　A．P．Bepyl班AH　Py3である。

現在の所長は，ティムール三期のペルシア語文献の研究で内外に知られ，人望も厚いウル

ンバーエフ博士A．y．ypyH6aeB（ypma60eB）である。博士はティムール朝末期の詩人

ジャーミーの自筆書簡集の研究で博士号を取得され，その研究成果は公刊されている

（n翼cbMa－aBTorpaΦbl　A6AyppaxMaHa江撒a剛聡“Axb6◎Ma　HaBox”．1982．）。現在

東洋学研究所は以下のIOセクション（ozaen）で構成されており，各セクション10人前後

の研究者が所属している（セクションに付された番号は便宜的なものである）。

　1．写本の保存・一次処理／主任：ムニーロフK．M．MymrpoB（写本研究）

　　ここに所属するジュラーエワ女史r．A．塒paeBaは16世紀末ブハラのワクフ文書



54 久　保 之

の研究で知られ，その研究成果の本格的発表が待たれる。

2．写本刊行［科学史・文化史関係ユ

主任：アシュラフ・アフメードブAAAXM照◎B（ウルグ・ベグ天文表の研究）

　ビールーニー研究で著名なブルガーコフ博士HT．SyxraKOBやイブン・スィーーナー

研究のカリーモフ博士　Y．x．K：ap㎜OBら科学史や文化史の専門家が揃っている。

3．写本・文書の記録と目録化［史料研究］／空任：ウルンバーエフ（所長と兼任）

ブハラ・ハン醗期のペルシア語文献や文書の専門家ヴィリダーノワ女史

A．B．BPfJlbllaHOBaや，ティムール朝期ペルシア語文献の専門家ユスーポワ女史

及x）．K）cyn◎Baらが所属している。ヴィリダーノワ女史は最近サファヴィー朝州の

国家行政の手引書を露訳し（MyxaMMakPaopva‘AHcapu，双ac㎜aルMy氾yK．

1991），ユスーポワ女史はティムール朝末期の歴史家ホーンダミールの諸著作の研

究で博士論文を提出，近々公利される予定である。

4．中央アジアと中国の文化交流

主任：アブラト・ホジャーエフA．X．Xon＞KaeB（清代の東トルキスタン〉

世界的に知られる中世ウズベク史・文献学の大家ブリー・アフメードブ博士

B，A．AXMeAOBが所属。唯～中国，及び中国語文献を扱うセクション。

5．南アジア諸国の諸問題／主任：クーチナM．M．KyTmia（インドの罠族解放運動）

6．中近東／主任：ババポジャーエフM．A．Sa6aXOJPKaeB（アフガニスタン近代史）

7．中央アジアと東洋諸外国の文学及び文学交流

　主任：ホジャーエフ］？．y．XOA）KaeB

8．イスラーム学／主任：ウスマーノブM．A．yCMaHOB

新設セクション。ソ連時代に一度廃れた分野であるだけに早急に成果を期待するの

　は難しいが，若手のパフティヤール・ババジャーノブ氏B．Ba6aπ）KaHOBが行ってい

　る研究は注目に値する。神秘主義教団を研究対象とする氏は，聖者伝や碑文という

難解な史料を自在に扱い，最近は16世紀後半の蒋力シャイフ間の抗争について醗究

　を進めている。更に，氏はウズベキスタンの主なマザールを全て実地調査して碑文

　テキストを収集しており，その校訂テキストや翻訳の発表も期待される。

9．バーブル及びパープル朝の時代

　主任：アズィムジャーノワC．A．A畷耶（aHOBa（バーブルとその著作の研究）

　薪設セクション。現時点では専門家と呼べる者は極めて少ないが，これまで殆ど未

　研究のテーマであるだけに，史料発掘も含めた研究成果が期待できよう。



ウズベキスタンにおける中炎アジア史研究の現状 55

　10。中央アジア外交関係史

　　主任：マンナーノブB．C．MaHHaHOB（副所長と兼任；ロシア・イラン関係史）

　※この外，所属は確認していないが，ブハラ・ハン国期の奴隷関係文書とそのウズベク

　語訳（Byxop◎OPeeAan）KaMvaflTmPa耳yanapAaHΦo並πaπa鞭Hlra　EomP）gy）K＞KaT－

　llap．1990）を出版したファイズィーエフ氏T．Φath3xeBも注目すべき研究者である。

　また，若手では，ティムール三期文献や神秘主義の専門家で，諸言語に通じ欧米の研究

　にも詳しい，ハビブッラー・カラマートフ氏XKapa瓢aToB（KapoMaToB）の名を挙げ

　ておきたい。

　以上のように，東洋学研究所では，全般に文献学・史料硯究が大きな比重を占めている。

これは研究所に所蔵される膨大な写本コレクション（写本1万8千冊／4万作品；文書

数万点）の研究を霞らの使命としているからである。また，東洋学と銘打ちながら，対象

とする地域は，ウズベキスタンとその周辺諸国に隈られており，外国研究に関してはソ連

時代以来政治的意図が感じられ，専ら近現代史上の問題が扱われている。

　出版物としては1990年からウズベク語の機関誌「東洋学（皿aPKIIryHOCn」IK）sを年1

圓発行している。また，最近この研究所で刊行されたものの中に，これまで敬遠されがち

であった，イスラーム神秘室義をテーマにした論文集があるのは注昌される（M3

顕cTop鰍cyΦ阪3Ma：vacTogHvaKx　n　cogpfaabHaff　rlpaKTpfKa。1991）。今後の出版予定

としては，所蔵写本のテーマ別カタログ（歴史，医学，自然科学は既に準備済み）と，約3000

点のブハラ・ハン国文書カタログ（責任編集：ヴィリダーノワ）が大掛かりなもので，ウ

ルグ・ベグ生誕600年記念事業として，ウルグ・ベグ天文表露訳，カーデa一ザーデ・

ルーミー他サマルカンド学派の作晶の露訳なども出版準備が進んでいる。

　次に歴史研究所選HC瓢TyT砿CTop畷AH　py3を紹介する。現在の所長は考古学者の

アスカーロフ博士AAACKapOBである。最近歴史研究所では全面的に薪たな研究者雇

溺システムが導入された。それは，複数の研究員が共通の研究テーマを掲げて「学術共岡

研究班（H冤K：HayKHsrk　vaccxeAoBaTexbcKvapt　K◎aneKTIIB）」を組織し，研究員各自が

直接研究所と契約するというものである。契約は2～3年単位で研究者は毎年業績審査

を受けねばならず，三三的な人員整理の推進策であるらしい（東洋学研究所でも部分的に

導入済み）。しかし現蒔点では従来のセクシaン毎の結束・活動が根強いので，本稿では

学術共同研究班ではなくセクション単位で紹介する。歴史研究所も東洋学研究所と岡じ

く・各セクション10人前後で，以下のIOセクションで構成されている。

　1．中世期のウズベキスタン史
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　主任：ナーズィム・ハビブッラーエフEH．Xa6K6ymiaeB（紙の生産史）

　　中央アジア考古学の世界的権威プガチェーンコワ博士はここに所属している。筆者

　　の指導教官で中世手工業の研究で知られるムクミーノワ博士P．r．MyKMmlOBaは実

　坐上このセクシsンの統率者で，若手のエリヨール・カリーモフ氏9，9．Kap照OB

　　（ホージャ・アフラールの研究）とアグザーモワ女EN　r．A．Ar3aM◎Ba（Arz，3aMOBa）

　　（ヴォルガ経由交易の研究）を指導している。また中央アジア・ロシア交易を研究す

　　るミハレーワ女史丁．A．Mva〈alleBaは既に二冊の研究書を発表済みである。

　2．1920年代のウズベキスタン史／主任：ラジャーポワP．3．PamKaxxoBa（民族運動）

　　内戦バスマチ運動，ブハラ革命，民族国家の建設，社会・政治思想などを扱う。

　3．1930年代のウズベキスタン史／主｛壬：アキーロフK．A．AKMaOB（O脚OB）

　　ネップ，工業化，コルホーズ，民族国家への分割，土地改革などを扱う。

　4．1940一一80世代のウズベキスタン史／主任：アリーモフX．A．AJ］［if］IEoB（O」1；fMOB）

　　大祖国戦争の諸問題，戦後問題（特に国民経済の復興）を扱う。

　5．ペレストロイカ期のウズベキスタン史／下等：イスハーコフΦ．B．XcxaK◎B

　　ペレストロイカの諸問題共和国の独立，経済閤題，民族悶題を扱う。

　6．史学史／主任：アリーモフA．A．Aπpm◎B（OaWMoB）

　　1920年代から30年代のウズベキスタン史学史を扱うが，特に1920奪代の文献の量は

　　膨大で，現在は専らそれらの文献に取り組んでいる。ロシア・ソ連の中央アジア研

　　究史の専門家として知られるル一層ン博士B．B流y鋤Hはここに所属している。

　7．ウズベキスタンの歴史・文化遺跡の研究／空回：アミーノブP．X．AMPfHOB

　　遺跡保存を目的としており，考古学や芸術学など様々な分野の研究者が揃っている。

　8．19世紀末～20世紀初頭のウズベキスタン史

　　主任：ズ／ヤ一日フX．3．3」ffieB（中央アジア・シベリア関係史）

　　ハン国時代末期，ロシアの中央アジア征服，民族解放運動などを扱う。

　9．社会学／主任：サビーwフA．T．Ca6mPOB

　　現代ウズベキスタンの住民諸集団の分析，コルホーズの労働者や知識人の政治意識

　　調査などに従事。ウズベキスタンで社会学者が組織的に集められた唯一の場所。

　10．民族学／主任：シャニヤーゾフK：．頂．皿a棚a30B（ウズベク民族史）

　　民族起源の問題，民族史上の諸闘題，文化の伝統や風習を研究している。

　以上のように歴史磧究所では，地域的には専ら申央アジア・ウズベキスタンが研究対

象とされており，時代的には近現代が中心である。ソ連隠構には最も尖鋭にイデオロ
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ギーが反映された分野であるが，蒔代が変わった今，歴史的事象の見直しや再評癒が進ん

でおり，その成果が大いに期待される。

　定期刊行の学術誌はないが論文集の出版が盛んで，最近「歴史学の緊急課題」と題する

シリーズの中で中世末期の申央アジア都市が特集されたのは注騒に値する

（H◎3AHeOpeoXXafibHbrth　r◎poll　CpeAHeth　A3nz．1990）。現在出版準備中のものでは，ま

ず防ズベキスタン諸民族史（全6巻）』が注目される（第1巻と第2巻は考古学研究所の

担当）。言わばソ連時代の共和国“正史”『ウズベク共和国史thの改訂版として企画された

が，ペレストロイカの進行と共和国の独立によって編集方針は大きく改められた。新時

代のスタンダードな概説として，充実した内容を期待したい。また，民族意識の高まりを

反映してか，初めて本格的なウズベク民族史『ウズベクー歴史民族学的概説（全2巻）＄が

刊行される。東洋学研究所と岡じくウルグ・ベグ生誕600年の記念企画もあり，論文集

『テdムールとウルグ・ベグー歴史と個人・社会と文化mの出版準備が整っている。

　このほかにも科学アカデミー所轄の様々な研究所が中央アジア史研究に関わっている。

言語学研究所と文学研究所は1991年に分離するまで飯詰・文学研究所XHCT礁ryT　fi3bl－

Ka冤刑Tepa？ypb田M．　A．C．llyxxiKyfHa　AH　Y3CCPとして活動し，ナヴァーイー著作集

のウズベク語版（全15巻）とロシア語版（金10巻）の刊行に糞細した。現在は全20巻のナ

ヴァーイー全集（ウズベク語）を刊行中である。隔月刊の機関誌『ウズベク語・ウズベク

文学（y36eK　Tnll）1　Ba　apa6xEeT；（＞」を発行している。1978年蹟学スレイマーノブの功績

によって設立された写本研究所シ1HcTifTyT　pyK◎皿ce一結．　X．C．Cy誠磁MaHoBa　AH

py3は，文学作品の写本を多数所蔵し，東洋学研究所とは異なった角度から写本研究を

行っている。機関誌解文学遣産（A」la6vath　Mepoc）』は年4回発行されている。また，文化

省所轄の芸術学研究所｝｛HcT）tTYT　ifcl（yccTBo3Hanm　vaM．　XaM3bl　M）tHplcTepcTBa

KynbTyPbl　py3にも美術史や貨幣学の分野で世界的に知られるルトヴェラーゼ氏

3．B．PTBenaπ3eを始め，考古学や芸術関係の様々な分野の專門家がいる。最近は創緬大

学との共同発掘調査で成果を上げているが，考古学以外の分野でも，音楽に関するリサー

ラの研究（ジュマーエフ氏A．B．」［＞KyMaeB）や写本装飾の研究（イスマイーロワ女史

9．M．vaCMaKaOBa）など，興味深い研究が行われている。

　以上の諸概究所は金て首都タシュケントに設置されているが，古代史研究の中心，考古

学研究所鍍Hc肩凝㌘apxeo護or颯AH　Py3はサマルカンドにあり，最近研究所内にユネ

スコ支部が設置された。「ウズベキスタン物質文化史2と題される論文集を年1園刊行し

ている。また，日本や欧米では余り知られていないが，ブハラ在住のカザコーフ氏
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B．A．K：a3aKOBは文書研究の專門家として有名で，主にブハラ建築芸術博物館（アルク）所

蔵の文書を扱っており，氏の長年の経験を生かした文書研究の入門書が出版されている

（　IloKyMeHTaJlbHble　xxaMnvHpfKif　CpeAHeth　A3）fK．　1987　）．

　ここで，中央アジア史研究に関わる，現地の史料所蔵機関や図書館も紹介しておきたい。

写本では前述め東洋学研究所のコレクションが世界有数のものであるが，文書に関して

は中央古文書館薮eHTpa恥班、磁mcyAapcTBeH瓢磁apx誕B　Py3のコレクションが最大

である。ここにはコシュベギ文書8万7千点，ヒヴァ・ハン国文書2万点，コーカンド・

ハン国文書5千点，ワクフ文書2千点など，前近代中央アジアに関する膨大な分量の文書

群のみならず，植民地時代，内戦期，ブハラ・ホラズム両人民共和国，民族国家の形成など

に関するロシア語文書も多数保存されている。また，タシュケント以外では，前述のブハ

ラ建築芸術博物館が2千点以上の文書を，サマルカンド大学中央図書館は7千冊（2万5

千作品）の写本を所蔵している。その外の都市にも写本・文書が保管されているという

が，全容は明らかにされていない。タシュケントの独立広場（旧レーニン広場）にある共

秘濁最大の図書館，ナヴァーイー図書館rocyAapcBe田aa　6面朋◎TeKa　m．　A．HaBova

py3には写本など未公刊文献は少ないが，ロシア語，現代ウズベク語を始め沿ソ連地域

の諸言語による出版物が揃っている。やや規模は小さくなるが科学アカデミー申央図書

館Φy瓢aMeH7a丑珊aπ伽6澱。τeKa　AH　Py3も科学アカデミーの出版物を中心に学術

研究に適した蔵書を誇っている。

湿

　最後に，筆者の目を通して冤た，ウズベキスタンの中央アジア史研究の全般的な特色，

最近の潮流，当面の課題についてまとめておきたい。

　ウズベキスタンに限らず旧ソ連の学界全体に言えることであるが，生の史料に恵まれ

ていることもあり，文献学や史料学（写本・文書・碑文・貨幣研究）の分野で高い概究水

準を誇っている。これらの分野でこれまで優れた研究者を多数輩出してきたが，現在も

研究者の層が厚く，それ故研究者個々の掲げる研究テーマはかなり綱分化している。加

えて国史研究であるが故に，研究者，特にウズベク人研究者の研究対象に対する思い入れ

の強さは，外躍人研究者の比ではない。このような傾向は，他の地域では考えられないよ

うな，研究の蓄積を生み出している。例えばウズベキスタンで最も敬愛されている歴史

上の人物ナヴァーイーに関して，欧米では近年になって利用され始めた史料

（Xhw翫dam了r，　M廉∂プ伽泌鋤Z勿）が，タシュケントでは1948年に翻訳・出版されており，
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最近では，岡時代人が書き残したナヴァーイー関連記事の集成が，～般向けの読み物とし

て出版された（HaBoni　3aMoen◎zxlllapM　xoTpfpac；qa．1985）。また，ナヴァーイー生

誕600年（1991年）を記念した一連の出版物の中に，小冊子ではあるが，岡時代の医師たち

や，ナヴァーイーの著作を書写した能書家たちに関する研究があったのには驚かされた。

　だが，このような文献学・史料学の重視や研究テーマの細分化が，時として研究者に安

直な逃げ道を与えるというのもまた，事実である。若手研究者の中には，史料を一つ漫然

と翻訳しただけで準博士（KaH双瓢ar罫）となって専門家の仲間入りをし，自身の研究テー

マから外れた対象に対して，極めて冷淡で無知な者が少なくないように思う。これは，大

学で行われている教育と学術硯究との間に大きなギャップがあり，三門家養成のための

訓練の場が不足していることにも原因を見出せよう。

　最近の歴史研究の潮流としては，マルクス・レーニン主義というイデオロギーから離

れ，社会経済史への偏りが修正されつつあることが指摘できる。特に近現代史の分野で

は，ソヴィエト政権とWシア民族・ロシア文化の崇拝という大前提が一気に崩れ去って，

歴史事象の捉え方が大きく変わり，歴史叙述が大幅に書き改められつつある。研究対象

としても，これまで半ばタブー視されていたジャディーディズムやバスマチ運動が急浮

上し，1930年代に「ブルジョワ的」，「民族主義者」という烙印を押され粛正された，フィト

ラト，チョルパーンなどの作家・知識人の再評価が進んでいる。中世史の分野において

も，侵略者とか封建領主とかいう言葉で片付けられていた歴史上の人物が一躍注目を浴

び，伝統的宗教としてのイスラーム，及びその牽引車たる聖職階級や神秘主義教団が果た

した役割を肯定的に評価しようとする動きがある。この点は，特にティムール，バーブル，

ホージャ・アフラールに対する，最近の関心の高さに如実に反映されている。

　しかし，このような潮流は民族孟義的感婿に流され，歴史研究の姿勢としては不適格な

方向に傾く危険性をはらんでいる。ソ連の崩壊と共相国の独立に伴ってウズベキスタン

では，これまで表面化しなかった反露感情が社会全体で増幅し，逆にイスラーム信仰や伝

統文化が著しく復興，知識階級の中でも民族主義的発言が目立つようになってきた。

様々な場におけるロシア語からウズベク語への使用言語の移行は，現状を無視した速度

で進んでおり，学術研究においても，非ウズベク系研究者は勿論のこと，少なからぬウズ

ベク入研究者がウズベク語による論文執筆や研究発表に頭を痛めている。またウズベク

語による学術書の増加は，照ソ連学界での孤立につながり，特に東洋学の分野で続いてき

たサンクト・ペテルブルグ学派との交流に支障を生じさせかねない。

　このような社会状況の背景には，ウズベク人大衆の反露的・民族主義的な感情を政権
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維持に利用しようとする，当局側の意図が見え隠れする。マルクス・レーニン主義の呪

縛からようやく解き放たれた研究者たちは，今度は民族主義という枷をつけられつつあ

るのである。より具体的に露えば，帝政ロシア植民地時代や革命に関する研究では，これ

までと正反対の前提を強制される危険性がある。また，中世史の研究においても，民族の

英雄あるいはイスラーム鱈仰の体現者と目された人物を美化し，必要以上に肯定的評価

を下す傾向が生まれつつある。一例を挙げれば，後代にテaムールの作と偽って書かれ

たはずのペルシア語作品二編の翻訳が，最近相次いで，十分な説明もなく，ティムールの

著書の翻訳として出版された。勿論そういう流れに反発する研究者も多いが，社会の風

圧と盗局側の意向から完全に自由であることは極めて困難である。差し当たっては，こ

れを不可避的な“揺り戻し”の時期の産物と見なし，近い将来彼らが民族主義的感情を乗

り越えてくれると期待するのが，外国入ff究者として妥当な態度であろうか。

　しかしながら現在のウズベキスタンの学界は，それ以上に深刻で切実な問題を抱えて

いる。財政難である。上からの形ばかりの経済改革は一向に結実せず，一般国民の生活

と同様，科学アカデミー所轄研究機関の経営も危機に陥っている。紙の値段の高騰を反

映して，学術書の出版状況は1992年から目に憂えて悪化しており，本稿で紹介した東洋学

硯究所と歴史研究所の出版計画が順調に実現されるとは，まず考えられない。科学アカ

デミーの各研究所では経営金理化や人員整理のため先述の「学徳共同研究班」システムな

ど様々な試みが行われている。最近では，生活のために学術研究を捨てて硯究所を去る

若手研究者や，研究よりサイドビジネスの方に精をlliす研究者は珍しくない。そういう

中で，1992年歴史研究所のババベーコフ博士X．Ba6a6eKOBが童催して組織された中央

アジア諸民族史研究所は，現時点では研究所ではなく人的組織に過ぎず，最初の出版物で

ある論集『トゥーラーン史』の内容：も学際的なものではないが，科学アカデミーの枠を離

れた学術研究活動の模索として評価できよう。

　尚，本稿作成に当たっては留学期間中に菓洋学謡言所の副所長マンナーノブ博士，岡研

究所研究員で研究を離れてもお付き合い戴いた，サリーモワ女史Φ．Ca涯㎜OBaやババ

ジャーノブ氏，歴史研究所の硬究事務長ジュラーエフ氏M．A．」［）KypaeB，同研究所研究員

で筆者の指導弟宮ムクミーノワ博士並びに二世史セクションの方々から得た婿報が大い

に役立った。ここに記して深甚なる謝意を表する次第である。

　最後に，筆者が参照した文献，並びに本稿を補う意味で参考にして戴きたい文献の幾つ

かを以下に列挙しておく。
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